
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全日本遊技事業協同組合連合会 

 

（全日遊連マスコットキャラクター：パチロー） 

 



理事長挨拶     

パチンコの原型は、大正後期に露店という形で登場したと言われており、その

後、昭和に入ってから次々と店舗数、ファン数を伸ばし、現在に至るまで多くの

国民に親しまれております。 

現代も全日遊連では、毎年秋に開催される「全国パチンコ・パチスロファン感

謝デー」の開催や、お客様により安心して楽しんでいただけるよう、パチンコ・

パチスロ依存問題への対応、駐車場における子どもの車内放置事故防止活動の

他、地域に根差した社会貢献活動などを通じて、全国各地域に密着した「身近で

手軽な大衆娯楽」へ向けた活動を展開しています。 

また近年では、新型コロナウイルス感染症拡大防止 

に向けた取組を行い、お客様に安心してご遊技いただ 

けるよう、全国の組合員店舗における感染予防対策の 

徹底を行っております。 

私たち全日遊連は、この日本で生まれ、大衆によっ 

て育まれたパチンコ・パチスロを文化と捉え、これか 

らもより多くの国民から愛されるパチンコ・パチスロ 

を目指し、活動を行って参ります。 

理事長  阿部 恭久 

 

 

 

概 要       

 

私たち全日遊連は、全国に４７の会員組合を持つ 

パチンコ・パチスロホールの全国組織です 

 

全日本遊技事業協同組合連合会（略称：全日遊連）は、平成元年 5 月 20 日に全日本

遊技業組合連合会として発足し、平成 4 年 1 月 16 日に、中小企業等協同組合法による 

協同組合として内閣総理大臣（国家公安委員会・警察庁管轄）の認可をうけた、全国 47 都

道府県のパチンコ・パチスロホールが加盟する遊技業協同組合を会員とする協同組合連合会

です。※全国の組合員店舗数：6217 店（2024 年 3月現在） 

 

 

所在地  東京都新宿区市ヶ谷左内町 8 番地  

所  管  国家公安委員会、警察庁 

会  員  全国 47 組合 

理事長  阿部 恭久（あべ やすひさ）（東京） 

事務局  ３部４課で構成 

 

  

日本全国に会員組合を持つ 

最大のホール団体なんだ！ 

《役員紹介》 

副理事長 

平川 容志（大阪）  松尾 道彦（長崎）  

千原 行喜（岡山）  合田 康広（北海道）  

平岡 聖教（福岡）  星野  謙（山梨）  

星山 聖達（千葉） 

専務理事       太田 裕之 



 

全日遊連の主な活動     

●共同購買事業、全国パチンコ・パチスロファン感謝デーの開催 

毎年 11 月にファンの皆様への日ごろのご愛顧に感謝を 

込めて全国統一で 3 日間のイベントを開催しています。 

 

●パチンコ・パチスロ依存問題対策 

・安心パチンコ・パチスロアドバイザー制度の運営、 

電話相談機関リカバリーサポート・ネットワークの 

設立及び支援等を通じて、お客様の過度ののめり込み 

を防止しています。 

・毎年 5 月の「ギャンブル等依存問題啓発週間」には、WEB フォーラム等 

を開催し、ファンの方々や一般の方々に向けた啓発活動を行っています。 

 

●各種の社会貢献活動 

・各都道府県の組合により、全国で様々な社会貢献活動を展開しています。 

（こども食堂への支援、各種の奨学支援、児童養護施設への訪問・寄贈、老人介護施設

への遊技機寄贈、施設への福祉車両の寄贈、防犯活動支援等） 

※2023年は 8651件/11億 1781万円の社会貢献活動を行っています。 

・2011 年の東日本大震災では、同年 6 月までの間で、全日遊連及び 

傘下の組合、組合員により総額約 28 億円の義援金を拠出しました。 

※関係他団体含め遊技産業全体では約 45 億円拠出しました。 

・2024 年 1 月に発生した能登半島地震被災地に対し、全日遊連 

をはじめホール団体、遊技機メーカー団体、周辺機器メーカー 

団体で構成するパチンコ・パチスロ産業 21 世紀会として、石川 

県に 1000 万円を寄付しました。 

・能登半島地震では、同年 4 月までの間で、全日遊連及び傘下の 

組合、組合員により総額約3億2000万円の義援金を拠出しました。 

・業界の障がい者雇用促進に向けた講習会を開催しています。 

・その他の活動として、多くの組合、組合員ホールが自治体と 

協定を締結し、災害時の駐車場の開放、トイレの提供、食料 

の提供等の地域貢献活動も行っており、これまでに延べ 28 県 

の自治体と協定を締結しています。 

 

 

 



 

 

●子どもの車内放置事故防止 

駐車場の車内に幼児が放置されて熱中症で亡くなられる等の痛 

ましい事故を根絶するため、事故防止ポスターの掲示、店内アナ 

ウンスによる注意喚起、ホールスタッフによる駐車場の定期的な 

巡回などを実施しています。 

こうした活動により、2023 年度は、28 件（34 名）の事故を 

未然に防止しました。 

 

●遊技業界の発展に資する活動 

専用ホームページを設けファンの皆様から寄せられたご意見をもとに 

業界の発展に向けた活動を行っています。 

 

●CO2削減に向けた環境への取組 

CO2削減に向けた啓発を行い全国の組合員ホールの節電により 

2007 年度比で CO2を 48％削減しました（2023 年３月末時点）。 

 

●組合員向け機関誌『遊報』（月刊）の発行 

全国の組合員の他、行政機関、マスコミ等に配付し、取組の周知 

徹底と広報を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

全日本遊技事業協同組合連合会 

〒162-0846 東京都新宿区市ヶ谷左内町 8 番地 

TEL：03-3260-7371／FAX：03-3260-7377 

URL：https://www.zennichiyuren.or.jp 
（全日遊連団体旗） 

（遊技会館 1 階受付） 


